
アフリカマイマイの天敵 コウガイビル

アフリカマイマイは、東アフリカ原産の大型カ

タツムリで、小笠原、南西諸島を含む世界の熱帯、

亜熱帯に分布する農業上の有害陸産貝である。

横浜植物防疫所調査研究部では、昭和60年から

アフリカマイマイの天敵として極めて有効といわ

れ、グァム島で生物的防除に実用化されているコ

ウガイビル(陸 生プラナ

リア)の一種Platydemus

manokwariを グァム島

及びフィリピンから導入

して、生育条件や繁殖能

力などの生態調査を実施

しているのでその概要を

紹介する。

P.manokwariは 扁形

動物、渦虫綱、三岐腸目

に属する生物で、体は偏

平で節がなく、十分成長

したものでは10cmに達す

る。体色は背面が黒色で

腹面は薄く乳白色である、

口は腹面の中央部にあり、

成熟した個体にはその後

方に生殖孔がある。

本種の食性は、アフリ

カマイマイをはじめオナ

ジマイマイ、ウスカワマイマイ、チャコウラナメ

クジなど日本産マイマイ類15種 類を捕食すること

が判明 している。小型のマイマイに対しては1頭

で攻撃するが、大型のマイマイには集団で攻撃し

捕食する。成熟した個体1頭 当たり1日 の摂食量

はアフリカマイマイ幼貝(殻 高約10mm)1頭 程度

である。

生育適温は24℃ で、15℃ ではまったく産卵する

ことができない。本種の寿命は長く、1,200日 ま

での生存率は60%で ある。

本種は弾力性がある小豆大の卵のうを産下 し、

その卵期間は7.8±1.2日 である。1卵 のうから1

～9頭 がふ化し、平均5.2頭 である。

ふ化 したばかりの個体は、共食いすることなく、

絶食に耐え、絶食状態での平均生存率は51.4日 で

最大88日 生存することが確認されている。本種は

卵のうばかりでなく、成

熟して個体の自切によっ

ても繁殖することができ

る。

一方、那覇植物防疫事

務所では、従来から沖縄

本島におけるアフリカマ

イマイの天敵調査を実施

しており、平成2年10月

に沖縄本島南部でアフリ

カマイマイを捕食してい

るP.manokwariと 思わ

れるコウガイビルの一種

を発見した。同所では沖

縄県全域の51市 町村の

378地点を調査したとこ

ろ、39市町村の132地点

から本種が発見された。

発見された地点は、野菜

畑などに放置されたビニー

ルの下や小石の下などの比較的じめじめした場所

である。

これまでの野外調査の結果、アフリカマイマイ

のほかシュリマイマイ、オキナワウスカワマイマ

イ、ナメクジの一種も捕食していることが確認さ

れている。

今後も、植物防疫所では本種について室内での

基礎的な生態調査を続けるとともに、アフリカマ

イマイの天敵としての有効利用の可能性について

調査研究を継続することとしている。
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